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がその国の経済活動に対して持つ効果を分析する。第 2 部では 2 国モデルを用いて，様々な経済政策(特に財政政策)
の国際間波及効果に焦点、を合わせる。第 3 部では，第 2 部に続いて 2 国モデ、ルの枠組みを用いて，経済政策のもつ戦
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略的側面を分析する。




















第 2 部は，二つの章から成る。第 6 章では，代表的家計モデルを用いて，ある国における法人税率の変更や技術シ
ョックが，双方の国の経済厚生にどのように影響するのかを分析する。その結果，ある政策が持つ厚生効果は，対外
資産残高に大きく依存していることが示される。これは，税率変更などのショックによって利子率が変化し，その結
















第 2 部では，小国モデルを 2 国モデルに拡張し，一方の法人税率の変更や技術ショックによる，国際波及効果を分
析している。その結果，各国の経済厚生に対する効果は，国際資産分布に決定的に依存していることが示された。さ
らに，このモデルを世代重複内生成長モデルに発展させて，財政ショックの世代間および国際間帰着を分析している。
最後に第 3 部では， 2 国の環境政策における戦略的側面を分析している。それによれば，両国が話し合いをせず環
境政策を実行すると，過大な成長が生じ，環境汚染が激化するが，制度的な取り決めがなくても脅しを掛けることが
でき，それによって効率的な環境水準を達成できることを示している。
このように，本論文はいず、れの章においても独創性に富み，貴重な政策的提言を理論的に厳密に導き出している。
このことから，本論文は博士(経済学)の学位を授与するに十分な価値を持つものと判断する。
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